
東京外環自動車道
草加地区・和光地区・川口地区

耐震補強工事

令和８年３月１８日

発注見通し補足説明



１．発注見通し情報・説明会主旨
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❑説明会主旨
 発注見通し情報の補足説明
 対象箇所の現地状況の説明
 現地条件等の説明をするものではない
 発注方式等の説明をするものではない

❑発注見通し情報（R8.3）
工事種別 調達方式 発注

機関名 支社名 工事名 工事箇所 工期 工事概要 想定工事
規模

公告予定
時期

入札予定
時期 その他

土木補修
橋梁補修

公募型
プロポーザル
方式

関東支社 関東支社
東京外環自動車道
草加地区耐震補強
工事

埼玉県川口市〜
埼玉県三郷市

約５０ヵ
月

詳細設計　１式、耐震補強　２８
橋（ＲＣ橋脚補強　約8０基、鋼
製橋脚補強　約２５基、落橋防
止構造　約２２５箇所、段差防
止構造　約３５箇所）

土木
（１）

令和７年度
第４四半期

令和８年度
第２四半期

技術提案・交渉方式
（設計交渉・施工タイプ）
適用工事

土木補修
橋梁補修

公募型
プロポーザル
方式

関東支社 関東支社
東京外環自動車道
川口地区耐震補強
工事

埼玉県川口市 約５０ヵ
月

詳細設計　１式、耐震補強　１９
橋（ＲＣ橋脚補強　約４０基、
鋼製橋脚補強　約４５基、落橋
防止構造　約１５０箇所、段差
防止構造　約８５箇所）

土木
（１）

令和８年度
第１四半期

令和８年度
第３四半期

技術提案・交渉方式
（設計交渉・施工タイプ）
適用工事

土木補修
橋梁補修

公募型
プロポーザル
方式

関東支社 関東支社
東京外環自動車道
和光地区耐震補強
工事

東京都練馬区〜
埼玉県川口市

約５０ヵ
月

詳細設計　１式、耐震補強　２7
橋（ＲＣ橋脚補強　約５０基、
鋼製橋脚補強　約４５基、落橋
防止構造　約１９５箇所、段差
防止構造　約５５箇所）

土木
（１）

令和８年度
第１四半期

令和８年度
第３四半期

技術提案・交渉方式
（設計交渉・施工タイプ）
適用工事

各工事の公告図書を参照
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１．発注見通し情報・説明会主旨
❑補足説明資料（R8.3）

工事名 耐震補強対象橋梁名称

東京外環自動車道　草加地区耐震補強工事

外環三郷西ＩＣ　Ｄランプ橋、外環三郷西ＩＣ　Ｊランプ橋、三郷西高架橋（上り線）、三郷西高架橋（下り線）、中川橋
（上り線）、中川橋（下り線）、八潮東高架橋（上り線）、八潮東高架橋（下り線）、八潮橋（上り線）、八潮橋（下り
線）八潮西高架橋（上り線）、八潮西高架橋（下り線）、青柳高架橋（上り線）、青柳高架橋（下り線）、中根高架橋
（上り線）、中根高架橋（下り線）、旭町高架橋（上り線）、旭町高架橋（下り線）、草加高架橋（上り線）、草加高架
橋（下り線）、草加ＢＰ高架橋（上り線）、草加ＢＰ高架橋（下り線）、新善高架橋（上り線）、新善高架橋（下り
線）、安行東高架橋（上り線）、安行東高架橋（下り線）、浦和東京線橋（上り線）、浦和東京線橋（下り線）
計２８橋

東京外環自動車道　川口地区耐震補強工事

安行西高架橋（上り線）、安行西高架橋（下り線）、赤芝新田高架橋（上り線）、赤芝新田高架橋（下り線）、川口東Ｉ
Ｃ　Ｂランプ橋、川口東ＩＣ　Ｃランプ橋、川口東高架橋（上り線）、川口東高架橋（下り線）、川口ＪＣＴ　Ａランプ橋、
川口ＪＣＴ　Ｃランプ橋、川口ＪＣＴ　Ｄランプ橋、川口ＪＣＴ　Ｅランプ橋、川口ＪＣＴ　Ｆランプ橋、川口ＪＣＴ　Ｇランプ
橋、川口ＪＣＴ　Ｈランプ橋、川口ＪＣＴ橋（上り線）、川口ＪＣＴ橋（下り線）、川口西高架橋（上り線）、川口西高架
橋（下り線）
計１９橋

東京外環自動車道　和光地区耐震補強工事

川口中央ＩＣ　Ｂランプ橋、川口中央ＩＣ　Ｃランプ橋、道合東高架橋（上り線）、道合東高架橋（下り線）、道合西高架
橋（上り線）、道合西高架橋（下り線）、芝川橋（上り線）、芝川橋（下り線）、藤右衛門高架橋（上り線）、藤右衛門
高架橋（下り線）、伊刈高架橋（上り線）、伊刈高架橋（下り線）、芝東高架橋（上り線）、芝東高架橋（下り線）、外
環浦和ＩＣ　Cランプ橋、浦和東高架橋（上り線）、浦和東高架橋（下り線）、中山道橋（上り線）、中山道橋（下り
線）、東北新幹線橋（上り線）、東北新幹線橋（下り線）、美女木高架橋（上り線）、美女木高架橋（下り線）、和光北
ＩＣ　Ｃランプ橋、和光高架橋（上り線）、和光高架橋（下り線）、大泉ＪＣＴ　Bランプ橋
計２７橋

赤字：変更・修正



２．NEXCO東日本における耐震補強事業について
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❑事業概要 ※「高速道路の耐震補強 実施計画」抜粋

 事業目標
令和6年1月13日に実施された「高速道路における耐
震補強対策の効率的な進め方に関する検討委員会」
を経て、「高速道路の耐震補強 実施計画」を策定し、
大規模地震発生確率が高い地域について、令和12年
度完了を目指すこととしている。

 暫定的な整備手法

大規模地震発生時に橋脚の損傷に起因して、上下
線共に通行不能になる部分（地震時のミッシングリン
ク）を早期に解消するため、暫定的な整備手法を採用。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率を示すもの。
26%、6%であることは、それぞれごく大まかには、約100年、約500年
に1回程度、震度6弱以上の揺れに見舞われることを示す。

出典）全国地震動予測地図2020年版(地震調査研究推進本部)を基に作成

【大規模地震発生確率】



３．関東支社における耐震補強事業の概要
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❑現在の進捗状況

 橋梁における地震時ミッシングリンク解消状況（R7年度末見込み）
大規模地震発生確率が高い地域における橋脚補強の未完了数は残り約360橋。

︓大規模地震発生確率26％以上
︓大規模地震発生確率26％以上（ミッシングリンク解消済）
︓大規模地震発生確率26％未満
︓大規模地震発生確率26％未満（ミッシングリンク解消済）

対象数多大・課題多数



４．東京外環自動車道の耐震補強対象について
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❑位置図

和光地区耐震補強工事 草加地区耐震補強工事川口地区耐震補強工事

︓RC橋脚のみの橋梁

︓鋼製橋脚のみの橋梁

︓RC・鋼製混合の橋梁



５．現地状況の特色
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❑外環道の高架下状況

 国道の並走状況
高架下のほとんどが重交通国道２９８号が並走している。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては国道交通への配慮が必要となる。

国道車線 国道車線 橋脚補強

施工帯

【施工イメージ】

 近隣の状況
耐震補強対象橋梁の近隣には、主に住宅や各種施設が存在している。
工事の内容・時間帯により、近隣への配慮が必要となる。



５．現地状況の特色
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❑放水路・ラーメン橋脚の状況

 放水路の状況
一部区間において、並走するように大きな放水路が近接している。

藤右衛門放水路・綾瀬川放水路

 ラーメン橋脚の状況
２柱式・３柱式のラーメン橋脚が存在する箇所がある。

放水路の状況例

国道側

外環道

ラーメン橋脚の状況例

国道

外環道

綾瀬川放水路



５．現地状況の特色

8

❑交通量が多い交差点部の状況

 交差点部の状況
通常時から交通集中が激しく、渋滞している交差点部において、
耐震補強対象橋梁が存在する。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては国道交通への配慮
が必要となる。

右折車線2車線

国道298号（外回り） 国道298号（内回り）

六差路交差点

県道29号県道102号
国道298号への
アクセス道路

国道298号
国道298号

外環道

国道

外環道



５．現地状況の特色
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❑河川内橋脚の現地状況

 河川内橋脚の状況
中川の河川区域内に存在する橋梁は、両側が国道橋梁に挟まれている。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては河川・河川構造物・国道橋脚への配慮及び、
河川条件の制約を満たす必要がある。

中川橋

国道橋脚 国道橋脚

中川

河川堤防

約7ｍ

補強対象



５．現地状況の特色
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❑高架下占用の現地状況

 高架下占用（自動車教習所）の状況
高架下を自動車教習所が占用している箇所がある。さらに、大きな用水路が近接している箇所がある。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては自動車教習所の営業及び、用水路への配慮が必要となる。

暗渠水路
坂道

教習所占用状況
教習所施設近接状況 暗渠用水路状況



５．現地状況の特色
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❑ＪＣＴの現地状況

 川口ＪＣＴの状況
川口ＪＣＴは、高速道路本線・本線ランプ・一般道と複雑に交差・近接している。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては高速道路・一般道の交通への配慮が必要となる。

交差状況例

近接状況例

P11



５．現地状況の特色

12

❑ＪＣＴの現地状況

 川口ＪＣＴの状況
川口ＪＣＴは、高速道路本線・本線ランプ・一般道と
複雑に交差・近接している。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては高速道路・
一般道の交通への配慮が必要となる。



５．現地状況の特色
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❑新倉ＰＡ

 新倉ＰＡ付近の橋梁の構造
新倉ＰＡは複雑な構造となっており、ＰＡ施設物も複雑に配置されている。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては新倉ＰＡ施設や営業、その他干渉物に配慮が必要となる。

【新倉PA構造イメージ】

PA施設の下面からの写真（低層）

橋脚あご付き構造

PA施設内の写真（中層）

橋脚



５．現地状況の特色
❑新倉ＰＡ

 東京外環プロジェクトのベルトコンベア
新倉ＰＡ付近の橋脚に、東京外環プロジェクトの土砂運搬用のベルトコンベアが添架されている箇所がある。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては事業調整が必要となる。

① ② ③ ④

14



５．現地状況の特色
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❑外環道橋脚と一般道BOX構造の関係

 一般道のBOX構造について
外環道橋脚と一般道BOX構造が、近接や一体となっている箇所がある。
橋脚の補強が必要な場合、施工に際しては一般道BOX構造への影響に配慮が必要となる。

【代表例】



６．関係機関について
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❑対外協議先

 代表的な協議先について
工事対象範囲が広いことや都市部であるため、各種協議が必要な相手先が多数存在する。
基本的には発注者が協議するが、円滑な協議のためには受注者の協力が必要。

区分 協議先数（概数）

道路管理者 14
交通管理者 9
河川管理者 10
上水道 13
下水道 10
ガス 3
電力 4
通信 5
公共施設関係 3
その他 2
合計 73



７．技術提案・交渉方式の必要性
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❑技術提案・交渉方式（設計交渉・施工タイプ）

 仕様の前提となる条件の確定が困難な工事
多数の協議先があり、一般的な現場条件ではないことから、詳細な施工計画に基づく協議が必要。

 設計の品質確保又は効率的な設計には施工者による設計が必要な工事
実現可能な施工計画に基づく施工検討には、施工者の有する専門的な技術力が必要。

【一般例】



８．スケジュール
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❑優先交渉権者決定までの概略スケジュール

 主なスケジュール
草加地区川口地区和光地区

令和８年３月１８日現地状況説明会

令和７年度第４四半期令和８年度第１四半期令和８年度第１四半期手続開始の公示

参加表明書提出

技術提案書提出

夏頃以降に適宜実施技術提案ヒアリング

令和８年度第２四半期令和８年度第３四半期令和８年度第３四半期優先交渉権者選定

設計業務及び工事契約に向けた各種協議実施

工事契約


